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窓ガラスの光熱性能計算ツール TOP-G に合わせガラスの構成を画面上で変更できる機能を追加しまし

た。以下の使用方法に従ってご利用ください。 

 

「ガラス構成設定」画面で合わせガラスの「詳細」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

「板ガラス詳細表示」画面で「合わせガラス構成変更」ボタンが表示されている場合に，合わせガ

ラス構成を変更できます。 

 

【注意】TOP-G データベースへの登録時に合わせガラス構成変更用データを登録していない合わせガラ

ス品種では，「合わせガラス構成変更」ボタンは表示されません。 
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「合わせガラス構成変更」画面で合わせガラス構成を変更したい方の「ガラス品種」ボックスを

クリックします。 

 

【注意】中間膜の種類や厚みは変更ができません。「ガラス構成選択」画面または「ガラス構成設定」画

面で合わせガラス構成変更前の板ガラス種類の選択時に，検討すべき中間膜種類と厚みを持つ合わせガ

ラス種類を選択してください。 
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合わせガラス構成変更に使用可能なガラス品種のリストが表示されます。設定したいガラス品種

を選択して「決定する」ボタンをクリックします。 

 

【注意】 

 「合わせガラス用板ガラス選択」画面には，合わせガラス構成変更に使用可能なガラス品種のみ表

示されます。変更前合わせガラス構成によって使用可能なガラス品種は異なります。 

 変更前後の合わせガラス構成は，中間膜の種類及び厚み並びにその両側それぞれの境界面（光学薄

膜種類またはガラス面）が同一のものでなければいけません。 

➢ 変更前の合わせガラス構成で中間膜に光学薄膜が接触しているガラスは，同じ光学薄膜を持つ

ガラス品種にのみ変更可能で，自動的にその光学薄膜は中間膜側に配置されます。薄膜なしガ

ラスは選択できません。 

➢ 変更前の合わせガラス構成で中間膜にガラス面が接触しているガラスは，薄膜なしガラス，薄

膜付きガラスのいずれにも変更可能ですが，薄膜付きガラスを選択すると自動的にそのガラス

面が中間膜側に配置され，薄膜面は室外または室内に露出する配置となります。また，薄膜な

しガラスには反転の区別なく変更できます。 

 合わせガラス構成変更用データを登録していない板ガラス品種は「合わせガラス用板ガラス選択」

画面に表示されません。 
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変更前 

中間膜に光学薄膜が接触しているガラス

は，同じ光学薄膜を持つ基板ガラスの種類

や板厚の異なるガラスに変更可能。 

中間膜に光学薄膜が接触してい

るガラスは，その光学薄膜の位置

を反転した構成には変更不可。 

中間膜にガラス面が接触し

ているガラスは，基板ガラス

の種類や板厚が異なる薄膜

なしガラスに変更可能。 

中間膜にガラス面が接触しているガラスは，光

学薄膜付きガラスにも変更可能であるが，中間

膜にガラス面が接する配置のみ変更可能で，中

間膜に光学薄膜が接する配置には変更不可。 

○ ○ × 

○ ○ ○ × 
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合わせガラス構成の変更の設定ができたら，「決定」ボタンをクリックします。 

 

 

【注意】上図の例では，合わせガラス構成変更前の室外側ガラスの薄膜が中間膜側に配置されていたた

め，合わせガラス構成変更後の構成でも室外側ガラスの薄膜は自動的に中間膜側に配置されます。よっ

て，室外側ガラスの「反転」ボタンをクリックすることはできません。 

 

 

「合わせガラス詳細表示」画面に，合わせガラス構成変更後の性能値などが表示されます。必要

に応じて「品種略号」ボックスと「製品名」ボックスの内容を変更してください。合わせガラス

構成の変更設定をやり直すには「合わせガラス構成変更」ボタンをクリックしてください。この合わ

せガラス構成でよい場合には「決定する」ボタンをクリックしてください。 
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 合わせガラス構成が変更されて「ガラス構成設定」画面に戻ります。この後は，通常の TOP-G

の使用方法と同じように，この合わせガラスと別の板ガラスを組み合わせた複層ガラスなどの設

定が可能です。 

 

 

以上 
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